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松 井 ' 俊ト公 ; 司晶
判長('" 2. 

採集された由イ筆者はまだ採集し得ない。また佐用
4 郡の山聞に於いて採集したことがあり、今後の再確
認を要する。
12. M e n eIaides alcinous K L U日、ジャコウアゲハ肉
平地にやや普通、 7 月下旬- 8 月下旬 口晶

13. Graphium Sarp巴don nipponum FRUHSTORFER 

..' 
i‘也ιヲ

考に供したいと思います。しかしながら調査は米だ会| アオスヅアゲハ 4 月- 8 月、普通o
〈不充分であり、今後の詳細な研究を必要とします。 I H .  Papilio machaon hippocrates FELDER et FEL-
この意味に於いて今後発見され得るであろうと思われ DER キアゲハ 4 月- 8 月、山地性でやや普通唱

8. Po]ytremis 'pellucida M T'RRAY オオチヤバネセ
セリ 普通やや局地位がある。

¥  

9. Pelopidus mathias oberthiiri EVANS' チヤメネ
セセ1 ) 5 月- 8 月にかけて普通。
10. Paranara guttata BREMER 'et GREY イチモジ1

ジセセリ 山聞の水田に多く、 /I'Y トモシH として
知られているら 6、月 - 8 月最も普通。 砂 川 ぺ
Familia P  APILIONIDAE アゲハチョウ科

-11. Paranassius glacialis BFTLER ウスメシロチョ

最近県下に於いては、各地で麟掘の熱心な調査研究
が進められているようです。ところが宍粟郡に於いて
は豊富な昆虫相を有しながらも、地理的な不便もあっ
てか、その調査が進んでいないようです。
こうした折から数年来学業の余暇に調査を試み、そ

の結果を未熟ながら、 - b芯ここに紹介し、諸賢の御参

る末記録種、並に近郷の 1 、， 2種について附泊したい
と考えます。 、い¥ 子 、 ヘ

なお、調査に当って種々御教示賜った林憲二郎、磐
瀬太郎両先生並に* 稿発表をおすすめ下さった恩師建
部恵j問先生に厚深の謝意を表します。 ι ，j τ; 

F  a111ili a  H E自PERIIDAE セセリチョウ科'
1. Erynnis montanus BREMER ミヤマセセロマ
3 月下旬から 5 月にかけて見られる普通。

15. P. xuthus LINN重 アゲハチョウ 九. ) . / . .

d  
16. P. macilentus JANSON オナガアゲハ公 t 対

j， • J. ぷ;
17. P. protenor demetrius CRAMER' グ官アゲハ
4 月上旬- 8 月、普通。 1¥ .tし

18. P. h巴lenus nicconicoJens BUTLER'- モy キアlT
ハ - 5 月-'-'8 月中旬、やや少ない。飛朔が早くて捕

2. Daimio tethys MENETRI邸 主fイミヨウセセリい| え難い美麗種。 '‘J  

ホ種は後麹表面の中央に白帯をもっ俗に H 関西型ノノ I 19.、P. bianor dehaanii FELDERet F IlLDER カラズ
と云われる Subsp. felderi BUTLER である。 4 月下| アグハ， 4 月- 8 月に多く、相当の山地位を有じ、
旬から 8 月下旬にかなり多い o い ¥ ミ |  群集する性質がある。 ご

3. Choaspes benjaminii japonicaMuRRAY アオパ I20， P. maackii satakeI M A T U M U U " ミヤマカラえ
セセリ 5 月下旬- 8 月下旬、山地性で普通o アゲハ太種は非常に少ない己山木氏に依り奥谷か

1・ 4. Isoteinon Lamprospilus FELDER et FELDER ポ
ゾメセセロ 7 月ギ句- 8 月下旬、主主生地に多い、

主

ら記録があり、筆者は引原にて 1 頭目撃す。 L かし
今後各地に発見されると思う。

Familia PIERIDAE シロチョウF斗
21. Eurema hecabe mandarina DEL'ORZAキチョ多

i均

一

] 普通。

ネセセ1 ) 7 月下旬- 8 月にかけて山地に多い。 3 月上旬-10月、最も普通。 11月、 12月越年の成体
主 6. Ochlod巴s ochrac巴a rikuchina BUTL:ER ヒメキマ| を見かけることがある。

グラセセリ 8 月に多く山地性で普通。 与 I  22. Gonepteryxmal四 uru niphonica VERITY えグ
7. Halp白 veria 'MURRAY コチヤバネセセ官トア| ボソヤマキイチョウ 3 月中旬から 9 月中旬、春t平
4 月- 8 月にかけて普通に見られる 0' ぺ くから出現、 9 月には越年前の新鮮な個体が得られ
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'5， Thymelicus sylvatica BREMER ヘログ、戸チヤパ

J ウ 4 月上旬- 5 月、山本広一氏によると三方村で
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23." Coli2.s  hyale poliographus 乱i[mscHULSKY モシ
キチョウ 4 月- 8 月、普通0 2  

24. Eurema taeta bethesba JANSON ' Y マグロキチョ
ウ4 月- 9 月、木種はキチョウと混同され易すく
て、発見され難いから今後の注意を要するもので、
やや普通。

，九h
'  25. Anthocaris scolymus BUTLER ' Y マキチョヴ E

4 月上旬- 5 月、発生期聞が短かくて割合小型のた ， '  -



26. Pieris rapa白 cruclvora BorsDUV.AL モν yロチ
ヨウ 3 月上旬- 8 月中旬、最も普通。

27. P. melete M 五百品TRIお スジグロy ロチョウ
4 月中旬- 8 月、山地性を有す、最も普通o
Familia LYC.AENID.AE  シジミチヨウ科

28. Curetis acuta paracuta DE N w主VILLE ウラギ
シシゾミ 4 月下勾- 1 0月中旬まで見られ、秋には
殆んど雄ばかりである。〈多い〉
29. Arhopala japonica MURRAY ムラサキシジミ
4 月上旬- 9 月上旬、 8 月に多い、普通。

30. Artopo邑tes pryeri MURRAY ウラゴマ〆ラシ
ミグ 6 月上旬、， 7 月下旬、安師村に於いて採集し
たのみであるが、その他の地にも発見されると』思
う。( 特に 6 月中旬- 7 月初めにかけて〉

31. Japonica lut巴a HEWITSON アカシグミ
6 月中旬- 7 月上旬、発生時期が限定されるため発
見し難いのが Zephyrus 類である、普通。
32. J. saepestriata HEWITsoN ウラナミアカシジミ
6 月中旬- 7 月上句、局所的、普通。

33. Antigius atti1ia  BREMER ミズイロオナガシジミ
6 月中旬- 7 月上旬、各地に多い。

34. A. bu t1eri FENTON ウスイロオナガy ジミ
6 月中旬- 7 月上旬、やや少ない。

35. Favonius orientalis M U R R.AY すすミド! J v Y'ミ
6 月中旬- 7 月、個体数は明らかでないが相当産す
るものと思われる。

36 .  Rapala arata BREMER トラプシヅミ
6 月中旬- 7 月下旬、やや普通o v Y' ミ類の中では
比較的選くまで新鮮な個体が得られる。
37. Ahlbergia ferrea BUTLER :l 0/ .>ξ メ

3 月下旬- 5 月上旬、普通。
38. Lycaena phlaeas daimio SEITZ ベニシヅミ
4 月- 8 月、最も普通。

39. Taraka hamada DURCE ゴイシシジミ
7 月上旬-10月中旬、各地に多い。
40. Lampides boelicus LINN重 ウラナミシジミ
越年態が不明である。 8 月中旬-10月上旬。春に於
いては全〈見かけたことがない。越年態が問題とな
ってお b 、陵地から H 渡りH をするのではないかと
も云われているO 本郡では西谷村、三方村に於いて
8 月中旬に発生しており南部平地では 9 月に7¥って
からおびただしい数になるようである o
41. Zizeeria maha argia 
4 月上旬- 9 月上旬、最も普通。

42. Zjzina otis alope FEN1'ON シルピアシ、y ミ
最近ヤマトシジミから区別され、界常に極似する
が、後趨裏面の斑紋に依り朗らかである。 3 月中旬
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- 8 月下旬、やや普通。
43. Celastrina argiolus ladonides DE L'ORZ.A ルリ
シジミ 3 月中旬- 8 月、最も普通。
44. C. sugitanii M .ATSUMUR.A スギタニ JI.-1Jシジミ
5 月土句、 1952年 5 月3 目戸倉峠 (891 m ) で古古
合せて20主主頭採集した。水たまりなどで群居し、全
く驚くばかりであった。木県からは米記録であった
のは食草〈トチノキ〉と発生時期の関係によると思
う。

45. Everes argiades seitzi WNUKOWSKY ; Y メメシ
グミ 4 月- 8 月、普通。
46. Tongeia fisch臼ri
木県最初の記録と思う。 1953年 7 月30日2頭の木種
を山崎町にて採集する- 。食草はベシケイソウ科のも
ので、木植物の自生地では注意を要する。
F a mi1ia  LIBY'fHEID.AE  テシゲチョウ科

47. Libythea celtis c巴ltoid巴S FRUHSTORFER テシグ
チョウ 3 月下旬-10月中旬、多い。

Familia DAN.AID.AE マダラチョウ科
48. Caduga tytia niphonica MOORE アサギ、マ!fラ
7 月上旬- 8 月、割合多い。山地位。
Familia NYMPH.ALIDAE タチハチョウ幸斗

49. Argynnis paphia geisha HEMMINGミドロヒョウ
モ: / 7 月- 8 月、最も普通。
50. A. sagana liane FRUH日TORFER メスグ官ヒョウ
モシ 5 月- 9 月上旬、やや普通。
51. A. anadyomene midas BUTLER グモガタヒヨ
ウモ: / 8 月、やや普通。

52. A. cydippe pal1escens BUTLER ウラギ:/1 : 'ヨウ
モν 7 月- 8 月、多い。山地位。
53. A. ruslana MOTSCHULSKY オオウラギνスグヒ
ヨウモ: / 8 月、 Argynnis 属に就いては詳細な再
検当を要する。新たな記録があると考えられる。
54. Limenitis camilJa  japonica 
y ヂチョウ 6 月上旬- 8 月、各地に多い。
55. L. glori宣ca FRUHSTORFER アサマイチモシヅ
6 月中旬- 8 月、前種と混同され易〈、また混援す
るものであるが木種は少し発生が渥くれる。やや普
遇。
56. Nepis ac巴ris passerculus FRUHSTORFER ヨミ
スヅ 6 月上旬- 8 月下旬、各地に多い。
57. N. philyra excellens BUTLER ミスヅチョウ
5 月- 8 月、前種に比してはるかに少ない。

58. M 巴litaea protomedia 
ウモンモドキ木種は中国山脈系の山地に限られる
もので木県では H 氷ノ flf 11 が産地として知られてい
る。筆者は1933年 7 月12日千種村古河内鍋ヶ谷区て
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2 頭採集した。

59. Ai'aschnia bu!ejana strigosa BUTLER サカハ| されないものがありイ今後の再検討が必要でありま
チチョウ 4 月中旬- 8 月下旬、各地に普透。

60. Polygoniac-aureun L n m E  キタテハ
3 月中旬- 1 0月上旬、陵地性を有し普通。

61. Kaniska canace n o・japonicum VON SIEBOLD 
ハリタテハ 4 月上旬- 1 0月上旬、各地に普通。

62. Nymphalis xanthomelas japonica STICHELヒオ
ドシチョウ 4 月下旬- 8 月、ネギの花に飛来する
事がある。エノキを好み、卵塊を産附するため多数
の幼虫に丸裸にされているとともあり、また嬬がこ
の木に鈴成りとなっていることもある。
63. Vanessa indica H E回目T アカタテハ
4 月- 8 月、各地で得られる。やや普通。

.64. V. lardui LINNE ヒメアカタテ J、

す。次に主要米記録種について記します。 。伝

Luhdarfia japonica LEEOH ギプチョウ最近氷上叫
郡でも発見されており、京種はウマノスズグサ科を食 1

し、発生が早春 3 月- 5 月になるので発見が困難なの
であろう。
Neoz古:phyrus smaragdinus BREMER メスアカミド
リシジミ: 山本広一氏は雪彦山では採集された由。
Zephyrus 類は発生期が限られているためその調査が
非常に困難なのでありますo
Neozephyrus taxila japonicus M U R R A Y  ミド P シ
ジミ E 7 t : 産の最も普通種。
Spindasis takanonis MATSUMURA キマグラルロヲ
メメ ホ種は竜野田了より得られた標木で記載されて以

4 月- 8 月、前種と混同され易く、少ない o 来今もって採集されていない。特に最近本種がア F の
65. Dichorragia nesimachus nesiotes FRUHSTORFER I一種と共援することが明らかにされ、腐化は赤棒、山
スミテガシ 5 月- 8 月、樹液に集まり、また飛揚 I; 桜などの樹皮下に行なわれる由である。今後の採集指
は敏速で捕え難い。各地でや庁普通。 I針として大切。
66. ，Apatura ilia substituta BUTLER コムラサ王子 Argynn拘置ではA . merippe FELDER et FELD時
7 月- 9 月中旬、各地に多い。 〆 laodice japonica M 加 b

67. Hestina japonica FELDER 巴t FELDER ゴマグラ
チヨゥ 8 月、採集は安師村に於いてのみである
が、各地に産すると思う。

Familia SATYRIDAE ジヤノメチョウ科 z
68. Ypthimaargus BUTLER ヒメウラナミジヤノメ

'rRIES ウラギνスグヒョウモシ: A.' hyperdius 
1・bius LINN孟 y マグ官ヒョウモ y などはかなり有望で
あると思う。
Polygonia c-album BUTLER V  戸タテハ: キタテハ
に酷似しているが山寒地位で、郡北部ではその条件を
そなえているようです。

69.;) Y. motschulskyi BREMER et GREY ウラナミグ Sasukia charonda HsWI'fSON オオムラサ王子 日木
ヤノメ 6 月- 8 月、最も少ないo ' 産蝶の美箆種で、大体ゴマ〆ラ蝶と同様な習性をもっ
70. Satyrus dryas bipunctatus MOTSCHULSKY ジヤ
j メチョウ 7 月- 8 月、山地性を有し、普通。、

71. Lethe callipteris BUTLER ヒメキマグラヒカ Jj'
6 月中旬- 8 月、山地性種、多い。

72. L. siceJis  HEWITSON ヒカゲチョウ
5 月下旬- 8 月、各地に普通。

73. 、L. diana BUTLER グロヒカグ
5 月下旬- 8 月、山地性、普通。 一

ており、発見されていないのが不思議に思われます。
なお、 N 巴ptis pryeri BUTLERホシミヌジ: Limenitis 
glor羽田 FRUHSTORFER アサマイチモνグ: 佐用郡久
崎町櫛田に於いて多数採集しましたことを附記しま
す。( 1 X 8 ， 1954う。
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カグ 4 月下旬- 8 月下旬、各地に多い。

76. Mycal巴sis gotama fuJginia FRUHSTORFER ヒメ
ジヤノメ 6 月- 8 月、各地に普通。
77 . M .  francisca perdiccas HEWITSON コジヤノメ
6 月- 8 月、各地に普通。
以上8科n援を産することが朗らかになっていま
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